
附
加
慣
値
詐
算
に
つ

い
て

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

』1
　
　
　
　
　
　
　
　
J

例
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’

　
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ヘ
ン
ツ
エ
ル
（
冒
一
＆
ユ
争
串
①
旨
9
）
は
、
「
生
産
性
と
そ
の
測
定
」
（
軍
O
き
9
く
岸
讐
ζ
目
O
宇
『
。
冨
霧
竃
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

と
題
す
る
最
近
の
研
究
報
告
の
な
か
で
、
生
産
性
測
定
の
一
手
段
と
L
て
、
附
加
憤
値
計
算
（
峯
。
、
一
、
。
ま
｛
目
づ
①
目
、
、
。
。
プ
目
目
目
σ
q
）
の
重
要
性

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
近
年
植
界
各
國
に
お
い
て
、
問
題
と
さ
れ
、
多
く
の
論
議
の
毅
象
と
な
つ
て
い
る
生
産
性
向
上
問
題
に
、
附
加
債

値
計
算
は
極
め
て
重
要
な
關
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
主
題
の
附
加
憤
値
計
算
と
は
、
附
加
債
値
（
峯
雪
荻
争
賢
冒
長
）
と
い
う
概
念
を
経
螢
計
算
制
度
へ
導
入
し
、
國
民
経
済
的
規
野
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謹
二
）

つ
て
・
経
螢
上
の
給
付
の
産
出
を
精
密
に
測
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
ニ
ツ
ク
リ
ツ
ユ
や
レ
ー
マ
ン
な
ど
に
よ
つ
て
、
一
九
三

〇
年
代
よ
り
主
張
さ
れ
て
來
た
計
算
思
考
で
あ
る
。
な
か
で
も
レ
ー
マ
ン
は
附
加
債
値
計
算
の
最
も
積
極
的
な
主
唱
者
で
あ
り
、
第
二
家

大
戦
の
前
後
を
通
じ
て
・
こ
の
計
算
方
法
に
關
す
る
研
究
を
重
ね
、
そ
の
成
果
を
多
く
の
著
作
に
お
い
て
護
表
し
、
極
め
て
活
護
な
活
動

を
行
つ
て
い
る
。
こ
と
に
藪
後
に
お
げ
る
レ
ー
マ
γ
の
こ
の
問
題
に
關
す
る
唯
一
の
著
作
で
あ
る
「
附
加
債
値
計
算
に
よ
る
給
附
の
測
定
」

（
竃
、
甲
■
争
昌
§
p
－
9
ω
g
晶
ω
昌
窃
豊
轟
旨
『
g
峯
撃
a
o
豪
o
旨
轟
胃
8
葦
…
①
q
一
雰
ω
g
H
㊤
望
）
は
彼
の
從
來
の
主
張
に
若
干
の

修
正
を
加
え
、
更
に
護
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
年
に
護
表
さ
れ
た
経
螢
比
較
に
關
す
る
レ
ー
マ
ン
の
他
の
著
作
「
工
業
統
計

の
基
本
問
題
と
實
務
領
域
」
（
O
H
…
串
『
畠
彗
目
目
q
蟹
9
0
q
①
巨
9
①
ま
『
ぎ
き
ω
巨
①
自
。
目
｝
。
け
、
一
。
げ
、
、
け
印
饒
、
饒
〆
国
、
、
。
冒
H
㊤
轟
）
と
並
ん
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で
、
戦
後
の
経
済
復
與
を
目
標
と
し
て
た
ゆ
み
な
き
努
カ
を
綾
げ
て
い
る
西
獺
の
経
済
界
に
多
く
の
反
響
を
呼
び
、
そ
の
護
行
部
藪
は
す

で
に
十
藪
萬
部
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
本
論
は
主
と
し
て
レ
マ
ー
γ
の
所
読
を
中
心
と
し
て
こ
の
附
加
債
値
計
算
の
本
質
に
鰯
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
輸
を

筆
者
の
解
緯
に
從
つ
て
論
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
謹
（
一
）
　
こ
の
研
究
報
告
は
一
九
五
六
年
十
月
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
お
い
て
開
か
れ
た
ド
イ
ッ
鯉
濟
合
理
局
主
催
の
國
際
研
究
會
議
（
ぎ
言
昌
き
o
量
・

　
　
　
5
H
＞
H
σ
Φ
津
撃
饅
旧
冒
目
o
自
｛
①
ω
肉
一
肉
一
オ
甘
目
－
〕
饒
ω
ω
9
匝
o
ユ
）
に
抽
い
て
行
わ
牝
た
。
．

　
誰
（
二
）
　
巌
密
に
は
、
昌
ツ
ク
リ
ッ
シ
ュ
の
主
張
と
レ
ー
マ
ソ
の
そ
れ
と
は
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
昌
ツ
ク
リ
ッ
シ
ュ
は
「
附
加
憤
値
」
と
い
う
言
葉
す

　
　
　
ら
使
用
し
て
い
な
い
が
、
彼
の
い
う
「
鯉
誉
給
付
」
（
団
9
ユ
①
σ
色
9
9
冒
閑
）
は
、
ほ
ぽ
附
加
債
値
の
概
念
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

494

二

　
経
讐
経
済
の
観
察
に
あ
た
つ
て
は
、
先
ず
第
一
に
経
濟
全
麗
を
考
慮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
方
法
論
的
關
心
は
、
呈
ツ
ク
リ
ッ

シ
ュ
以
來
ド
イ
ツ
経
螢
學
の
一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
が
、
レ
ー
マ
ン
も
こ
の
中
に
あ
つ
て
、
か
ね
て
よ
り
獺
自
の
主
張
を
展
開
し

て
來
た
。
こ
の
恩
考
は
彼
の
経
螢
學
を
根
本
的
に
墓
礎
づ
け
て
い
る
が
・
他
方
、
彼
の
貸
借
蟄
照
表
論
（
里
5
冨
葦
8
ユ
甲
零
目
＄
σ
葦
一
警

－
ヵ
8
ぎ
昌
o
q
ω
享
8
ユ
⑦
）
　
や
勘
定
理
論
　
（
宍
o
昌
彗
亭
8
邑
？
∪
篶
寿
o
巨
彗
畠
豪
g
艘
8
ユ
①
）
　
に
お
い
て
も
、
一
貫
し
て
見
出
さ
れ
得

る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
げ
附
加
債
値
計
算
に
封
す
る
レ
ー
マ
γ
の
見
解
は
そ
の
恩
考
を
最
も
端
的
に
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
一
）

「
附
加
債
値
計
算
に
よ
る
給
付
の
測
定
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
彼
の
見
解
に
從
つ
て
、
先
ず
附
加
債
値
計
算
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
よ

う
o　

附
加
債
値
計
算
は
推
來
の
計
算
制
崖
を
改
革
し
薪
ら
し
い
経
醤
計
算
制
度
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
九
は
附
伽
債
値
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た
る
概
念
の
経
螢
計
算
制
度
へ
の
導
入
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
形
式
の
上
は
、
軍
に
附
加
債
値
計
算
目
的
に
合
致

す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
経
讐
総
成
果
計
算
　
（
零
暮
け
o
由
①
区
①
茅
①
匡
o
－
暢
s
9
づ
冒
胴
）
　
に
す
ぎ
な
い
。
從
つ
て
こ
こ
で
は
先
ず
附
加

債
値
と
い
う
概
念
と
、
そ
の
目
的
に
從
つ
て
構
成
さ
れ
た
成
果
計
算
の
方
法
が
問
題
と
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
レ
ー
マ
ン
は
附
加
債
値
を
定
義
し
て
「
國
民
経
済
全
麗
か
ら
見
る
と
、
附
加
債
値
と
は
経
螢
が
國
民
経
済
及
び
経
済
全
鰭
の
総
所
得
或

い
は
そ
の
雄
舎
的
生
産
物
へ
寄
與
し
た
部
分
以
外
の
何
者
で
も
た
い
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
附
加
債
値
は
い
わ
ゆ
る
國
民
所
得
に
謝
す

る
個
々
の
経
警
の
寄
異
し
た
大
き
さ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
・
レ
ー
マ
γ
は
こ
の
定
義
か
ら
更
に
家
の
よ
う
な
諸
前
提
を
導
き
出

す
。　
H
現
在
の
信
用
及
び
貨
轄
経
済
の
下
で
は
國
民
所
得
は
財
貨
所
得
の
側
面
（
o
罧
①
屋
ぎ
ぎ
昌
昌
窒
留
ぎ
）
と
貨
幣
所
得
の
側
面

（
o
①
巨
9
寿
o
旨
昌
g
ω
①
箒
）
と
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
か
ら
、
附
加
債
値
も
個
々
の
経
螢
に
よ
つ
て
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
面
と
、

貨
幣
所
得
面
と
か
ら
把
握
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
な
い
。

　
θ
産
出
さ
れ
た
貨
幣
所
得
と
し
て
の
附
加
債
値
は
憤
値
額
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
に
螢
し
て
、
財
貨
所
得
は
藪
量
に
よ
つ
て
、
或
い

ぱ
評
債
さ
れ
た
財
貨
藪
量
の
総
計
と
し
て
の
債
値
的
大
き
さ
に
よ
つ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
附
加
債
値
計
算
は
一
般
に
簿
記
に
見
ら
れ
る
如

き
債
値
計
算
誰
系
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
貨
所
得
も
債
値
額
に
よ
つ
て
あ
ら
わ
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ぽ
家
の
等
式
が
成

立
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
葦
旨
粛
粛
u
蹴
琵
脈
ざ
詩
澤
畦
曽
諺
H
融
琵
眺
ざ
浮
鴻
講
曽
載

　
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
て
、
レ
ー
マ
ン
は
さ
ら
に
経
螢
経
溝
の
附
加
債
値
算
定
の
一
般
的
等
式
を
展
開
す
る
。

　
　
　
脇
毘
眺
ざ
浮
津
畦
専
萌
H
議
一
鳶
熱
－
彗
講
・
葦
覇
癒
…
－
三
：
：
…
…
・
…
－
…
H

　
　
　
㎞
蹴
正
秋
首
清
涼
講
曽
嶺
1
－
蟻
璽
寿
賊
十
油
国
寵
閉
鳶
餓
十
澱
廿
薄
躰
…
心
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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産
踏
さ
れ
た
附
加
債
値
は
、
財
貨
の
所
得
面
と
貨
椿
の
所
得
面
と
の
二
つ
の
面
か
ら
理
解
さ
れ
る
か
ら
、
前
示
の
二
つ
の
等
式
は
互
い

に
等
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
個
別
経
螢
は
國
民
経
済
の
給
付
の
移
動
過
程
の
申
に
存
在
し
、
常
に
い
わ
ゆ
る
前
経
螢
（
く
o
｝
g
ユ
①
・

σ
彗
）
か
ら
財
貨
を
う
げ
入
れ
そ
れ
を
消
費
し
て
財
貨
の
産
出
を
行
い
、
さ
ら
に
後
経
螢
（
オ
竃
亭
g
ユ
争
彗
）
叉
は
消
費
者
に
封
し
財

貨
を
引
渡
す
と
い
う
行
爲
を
纏
綾
的
に
行
つ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
各
経
螢
は
國
民
経
済
的
財
貨
の
所
得
面
に
お
い
て
常
に
産
出
及
び

消
費
を
行
う
。
レ
ー
マ
ン
は
、
財
貨
の
塵
出
は
積
極
的
要
素
、
消
費
は
治
極
的
要
素
で
あ
る
と
し
、
積
極
的
要
素
を
総
牧
盆
（
ヵ
〇
一
5
二
H
－

竃
雪
）
、
消
極
的
要
素
を
前
給
付
原
債
（
く
o
ユ
①
季
暮
窃
ぎ
g
竃
）
と
名
付
け
て
、
前
掲
の
ω
の
公
式
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
聾
し
て
貨
幣
の
所
得
面
は
、
そ
の
分
配
關
係
が
重
硯
さ
れ
る
。
け
だ
し
財
貨
の
所
得
面
が
そ
の
産
出
の
過
程
を
表
示
し
得
る
の

に
封
し
て
、
財
貨
の
抽
象
的
形
態
で
あ
る
貨
轄
の
所
得
面
は
、
む
し
ろ
そ
の
分
配
の
過
程
を
よ
り
よ
く
表
示
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
産
出
さ

れ
た
貨
幣
所
得
は
、
㈲
廣
義
の
経
螢
從
業
員
へ
配
分
さ
れ
る
努
働
牧
益
（
＞
ま
祭
雲
弐
鎧
昌
）
す
な
わ
ち
賃
銀
給
料
、
ω
國
家
及
び
公
共

團
麗
に
配
分
さ
れ
る
公
共
牧
益
（
Ω
①
目
①
ぎ
雲
弐
箒
g
）
す
な
わ
ち
租
税
等
、
ω
賓
本
出
賓
者
に
配
分
さ
れ
る
賓
本
牧
盆
（
丙
葛
岸
巴
⑦
二
H
・

墨
g
）
に
分
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
㈲
の
等
式
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
・
」
の
附
加
債
値
の
思
考
を
損
盆
計
算
書
の
形
式
に
あ
て
は
め
る
と
衣
の
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
損
盆
計
算
書
に
つ
い
て
は
、
家
の
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
①
経
螢
の
生
産
活
動
よ
り
生
ず
る
正
常
的
費
用
及
び
攻
盆
と
、
そ
れ
に

關
係
の
な
い
非
正
常
的
費
用
及
び
牧
盆
と
の
嚴
密
な
厘
分
。
②
前
給
付
原
慣
、
総
牧
盆
、
附
加
債
値
及
び
そ
れ
ら
に
慶
す
る
各
項
目
の
分

類
。
こ
れ
ら
の
關
係
は
結
局
は
個
々
の
具
鶴
例
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
般
的
に
は
第
一
の
問
題
は
繧
螢
に
お
げ
る
財

賀
の
産
出
過
程
に
關
し
、
第
二
の
問
題
は
主
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
貨
轄
の
分
配
適
程
に
闘
係
す
る
。
何
故
な
ら
、
如
句
な
る
項
目
が
正
常

な
経
螢
活
動
に
基
づ
く
費
用
攻
盆
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
は
、
経
螢
及
企
業
活
動
の
根
本
的
な
分
析
に
よ
ら
な
け
た
ば
な
ら
ず
、
叉
い

か
な
る
項
目
が
前
給
付
原
債
、
総
牧
盆
、
附
加
債
値
の
各
々
に
厘
分
さ
れ
る
か
は
結
局
、
分
配
の
關
係
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
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第1表
借　方 貸　方

前給付原債　　　　　ヨ纏　牧　釜

；外部から受入れた財；＝外部へ交付した財貨

　貨債値（一）　　　「債値（十）

産出された財貨所得と1

しての附加債値

＝蓬出された貨轄所得「

　としての附加慣値

a）螢働牧盆

b）公共政釜

C）賛本牧盆

て
、
得
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
α

　
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
レ
ー
マ
ン
の
企
業
及
び
経
螢
観
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
彼
は
経
瞥
の
活
動
過
程
を
爽
の
八
個
の
敢
引
場
所
に
分
類
す

（
註
二
）

る
o

　
1
支
出
（
＞
毒
①
q
き
窒
）
㈲

　
2
褒
注
（
ω
霧
言
－
巨
■
o
q
μ
目
里
自
穴
害
申
）
㈲

　
3
受
入
（
巨
艮
雪
昌
胴
）
㈹

　
4
費
用
財
の
投
入
（
冒
冨
呉
N
o
a
雲
里
目
耳
ぎ
Φ
q
目
箏
o
q
創
鶉
宍
o
9
9
①
q
暮
實
）

　
5
牧
盆
財
の
産
出
（
＞
易
げ
ユ
お
；
o
q
宗
H
宰
け
轟
町
冒
品
暮
9
）

　
6
護
邊
（
＝
①
軍
§
σ
q
）
㈲

　
7
受
注
（
切
霧
童
－
…
o
q
｛
昌
く
①
寿
彗
｛
）
㈲

　
8
牧
入
（
雲
目
目
監
彗
實
）
㈲

①
の
支
出
よ
り
⑧
の
受
入
ま
で
は
繧
螢
の
調
達
活
動
、
③
の
受
入
よ
り
⑥
の
護
蓬
ま
で
は
製
造
活
動
、
⑥
の
襲
邊
よ
り
⑧
の
攻
入
ま
で
は

販
費
活
動
に
属
す
る
と
す
る
。
レ
ー
マ
ン
は
、
製
遣
を
行
う
活
動
領
域
を
挾
義
の
経
螢
と
L
、
爽
に
調
達
販
責
及
び
販
責
活
動
を
含
め
た

領
域
を
廣
義
の
繧
螢
と
解
す
る
。

　
狡
義
の
経
管
は
純
樺
な
製
造
活
動
の
み
を
指
し
、
そ
こ
に
お
い
て
は
技
術
的
な
生
産
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
生
産
活
動
以
外
の
一
切
の

要
素
は
排
除
さ
れ
る
。
叉
、
廣
義
の
経
螢
に
お
い
て
は
螢
業
活
動
及
び
そ
れ
に
附
鰭
し
て
起
る
責
掛
金
、
買
掛
金
等
の
債
穫
、
債
務
が
問

題
と
な
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
金
融
的
要
素
は
一
切
除
か
れ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
活
動
を
計
藪
的
に
把
握
す
る
場
合
は
、
責
揖
金
、
買
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掛
金
等
に
含
ま
れ
た
金
利
（
例
え
ば
信
用
取
引
の
場
合
は
、
利
子
を
見
込
ん
で
通
常
現
金
敢
引
に
お
け
る
よ
り
も
高
い
債
格
が
附
せ
ら
れ

る
）
に
相
當
す
る
部
分
は
返
戻
計
算
に
よ
つ
て
差
引
か
れ
、
経
螢
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
（
け
だ
し
、
レ
ー
マ
ン
は
、
商
品
の
責
買
、
取
引

か
ら
護
生
す
る
債
務
を
、
元
來
借
入
金
や
自
己
賓
本
の
如
き
、
金
融
市
場
か
ら
調
達
さ
れ
る
財
務
的
費
本
と
は
全
く
別
個
の
も
の
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

扱
い
、
前
者
は
積
極
財
産
に
封
す
る
消
極
財
産
と
理
解
し
、
後
者
の
み
を
賓
本
概
念
に
含
め
る
の
で
あ
る
。
）

　
爽
に
狡
義
及
び
廣
義
の
経
螢
領
域
か
ら
除
外
さ
れ
た
一
切
の
活
動
を
取
扱
う
領
域
を
、
レ
ー
マ
ン
は
企
業
と
名
付
げ
る
。
こ
の
企
業
領

域
の
活
動
の
大
部
分
は
財
務
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
臨
時
的
な
損
盆
等
、
非
正
常
的
な
活
動
の
一
切
の
要
素
を
取
扱
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
關
係
を
、
レ
ー
マ
ン
は
衣
の
第
2
表
に
よ
つ
て
読
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
に
よ
つ
て
明
ら
か
な
如
く
、
レ
ー
マ
ソ
は
正
常
教
盆
及
び
費
用
は

　
　
　
　
　
　
　
、
、
一
　
　
　
穫
餐
に
非
泰
襲
嚢
び
費
用
は
企
業
の
餐
に
麗
す
る
と
す

　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
x

　
　
　
　
普
　
　
　
僚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
に
前
給
付
原
債
、
附
加
債
値
、
纏
牧
盆
に
は
如
句
な
る
項
目
が
麗
す

　
　
　
委

表
　
　
ミ
　
　
魯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ー
マ
ン
は
、
原
債
計
算
上
の
原
債
要
素
を
次
の
よ

　
　
　
肩

2
　
　
経
　
　
の
　
　
挾
義
の
経
誉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
分
類
す
る
。
す
な
わ
ち
、
前
給
付
原
債
に
罵
す
る
も
の
と
し
て
、
材

第
鮮
勢
　
　
　
　
　
料
費
、
藩
償
黎
、
外
部
用
役
費
一
運
賃
、
保
瞼
料
、
手
藪
料
等
一
危

　
　
　
　
の

　
　
　
　
4
　
　
　
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞼
費
（
貸
倒
損
失
、
白
家
保
瞼
等
）
を
筆
げ
、
附
加
債
値
に
麗
す
る
項
目

　
　
　
　
　
v

　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
螢
務
費
、
共
同
麗
費
叉
は
外
部
負
擦
費
（
租
税
公
課
等
）
及
び

　
　
　
　
　
　
奄
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
費
を
學
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
賓
本
牧
盆
と
し
て
、
経
螢
に
投
下
さ
九
た
白
已
賓
本
妓
盆
が
加
え
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附
加
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が
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成
さ

れ
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o

レ

1
マ
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第
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匡
不
す
よ

う
た

附
加
慣
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計

算
表
を

提
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L
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い
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o
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謹
（
一
）

（
二
）

（
三
）

　
本
書
に
っ
い
て
は
、
本
田
利
夫
「
レ
i
マ
ン
の
慣
値
創
造
計
算
」
産
業
鯉
理
第
一
五
巻
第
一
〇
號
及
び
高
田
正
淳
「
附
加
憤
値
の
會
計
目
的
表

示
」
會
計
第
七
〇
巻
第
三
號
に
お
い
て
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
■
o
チ
昌
顯
目
～
5
o
毒
言
ざ
斥
印
寿
巨
国
一
ざ
p
介
＞
冒
o
印
①
目
9
岩
望
一
ω
．
o
o

　
レ
ー
マ
ソ
は
、
八
つ
の
坂
引
場
所
（
q
目
窒
s
g
竺
彗
）
の
夫
々
の
間
に
、
八
つ
の
取
引
段
階
（
o
目
窒
冨
蜆
g
｛
彗
）
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の

取
引
段
階
に
取
引
揚
所
を
一
致
さ
せ
た
た
め
に
、
坂
引
場
所
の
順
序
は
、
通
常
の
取
引
活
動
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
各
販
引
場
所
の
下
に
附
し

た
㈲
ω
ω
の
符
號
が
、
通
常
の
取
引
の
順
序
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
こ
の
聞
題
に
關
し
て
は
、
佐
藤
孝
一
博
士
「
レ
ー
マ
ソ
の
貸
借
野
照
表
観
」
（
産
業
鯉
理
第
二
〈
巻
第
六
號
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
参
照

さ
れ
た
い
o

　
－
書
冒
彗
～
≧
衙
①
旨
9
冒
旬
O
け
ユ
9
ω
ま
ユ
窒
冨
麸
9
冨
一
少
＞
筥
憲
胴
9
岩
9
ω
・
覇
一
津



－
o
5
昌
｝
冒
p
豆
o
o
目
ぎ
箒
血
彗
悶
o
彗
雲
5
竃
事
8
二
9
N
」
．
甲
2
H
・
一
9
冨
一
岩
劃
・

三

ユ03

　
前
段
で
述
べ
た
の
は
、
附
加
債
値
計
算
の
極
め
て
概
略
な
内
容
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誼
一
）

　
レ
ー
マ
γ
は
さ
ら
に
精
巧
た
計
算
技
術
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
結
局
、
附
加
優
値
計
算
の
原
理
を
よ
り
嚴
密
に
適
用
し
よ
う
と

す
る
試
み
に
外
な
ら
な
い
。
例
え
ば
前
述
し
た
責
上
牧
盆
に
含
め
ら
れ
た
、
責
掛
金
へ
の
利
子
加
算
分
を
、
一
定
の
割
引
計
算
に
よ
つ
て

受
取
利
息
に
算
入
す
る
等
の
手
綾
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
L
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
の
紬
部
に
立
入
る
こ
と
を
止
め
、
附
加
債
値
計
算
の
よ
り

基
本
的
な
問
題
に
闘
し
て
、
若
千
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
先
ず
第
一
に
「
附
加
債
値
計
算
は
、
市
場
債
格
が
原
債
の
み
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
根
本
的
誤
解
に
立
脚
し
て
い
る
」
と
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謹
二
）

す
る
メ
レ
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
の
見
解
の
吟
味
か
ら
始
め
よ
う
。
メ
レ
ロ
ゥ
イ
ツ
チ
は
衣
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
　
「
附
加
債
値
の
経
螢
繧
済
理

論
は
、
ス
ミ
ス
の
古
典
的
た
生
産
費
読
の
経
螢
経
済
的
叙
述
に
過
ぎ
な
い
。
生
産
費
読
は
、
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
饒
債
値
読
に
お
い

て
著
し
い
愛
化
を
見
せ
、
今
日
な
お
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
」
　
し
か
し
て
、
國
民
経
済
的
な
認
識
を
経
螢
経
済
學
に
導
入
す
る
こ

と
白
麗
を
、
轄
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
鎗
債
値
読
や
弊
働
債
値
読
は
、
國
民
経
済
學
の
研
究
欝
象
と
し
て
は
優

れ
た
も
の
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
を
経
螢
経
済
理
論
及
び
技
術
に
導
入
す
る
の
は
適
當
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。

　
メ
レ
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
は
、
さ
ら
に
「
努
働
債
値
読
は
…
…
商
晶
の
生
産
を
具
鵠
化
す
る
に
必
要
な
勢
働
時
間
が
、
そ
の
債
値
を
決
定
す
る

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
て
、
そ
れ
を
結
合
す
る
と
こ
ろ
の
剰
誰
慣
値
は
、
た
だ
欝
働
力
（
い
わ
ゆ
る
可
愛
賓
本
）

の
生
産
性
の
み
を
優
定
し
、
他
方
に
お
い
て
物
的
な
生
産
手
段
（
い
わ
ゆ
る
不
愛
賓
本
）
は
そ
の
再
生
産
の
た
め
の
手
段
を
も
た
ら
す
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
。
」
か
し
、
費
用
と
攻
盆
と
の
積
極
的
な
差
額
と
し
て
、
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
経
螢
的
誰
剰
、
す
な
わ
ち
利
盆
は
、
単
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に
努
働
蒔
聞
に
基
づ
く
も
の
で
は
た
く
て
、
投
入
さ
れ
た
生
産
要
素
の
全
縫
（
及
び
そ
の
理
想
的
な
緒
合
）
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
し
て
、
磐
働
債
値
説
の
批
判
ま
で
行
つ
て
い
る
。
現
代
の
経
済
機
構
の
下
で
は
債
格
は
必
ず
し
も
債
値
に
基
づ
い
て
決
定
さ

れ
る
も
の
で
も
な
げ
れ
ぱ
、
原
慣
を
前
提
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
か
く
し
て
附
加
債
値
な
る
概
念
は
、
①
濁
占
的
な
債
格
の
存
在
、
②

純
樺
な
附
加
計
算
を
問
題
と
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
極
め
て
不
合
理
な
も
の
と
、
読
く
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
メ
レ
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
の
摘
指
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
附
加
債
値
計
算
の
安
営
性
を
問
題
と
す
る
な
ら
ぱ
、
ま
ず
附
加
債
値
と
い
う
概
念

の
稔
討
か
ら
な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
た
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
叉
・
彼
の
・
ス
ミ
ス
の
生
産
費
説
と
・
マ
ル
ク
ス
の
磐
働
債
値
読
や
剰
鎗

債
値
読
を
同
位
に
置
く
が
如
き
論
議
に
は
間
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
附
加
債
値
は
剰
饒
債
値
に
そ
の
源
泉
を
求
め
得

る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
問
題
に
な
つ
て
い
る
附
加
債
値
は
剰
饒
債
値
と
、
か
な
り
違
つ
た
概
念
に
護
展
し
て
い
る
こ

と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
メ
レ
ロ
ウ
4
ツ
チ
の
剰
饒
債
値
説
批
判
は
、
そ
れ
白
竈
的
外
れ
で
あ
る
し
、
批
判
の
内
容
に
も
多
分
に
問

題
が
あ
る
。

　
も
つ
と
も
附
加
債
値
は
「
債
格
は
原
債
の
み
を
前
提
と
す
る
と
い
う
根
本
的
な
誤
謬
に
立
脚
し
て
い
る
」
と
い
う
メ
レ
ロ
ウ
ィ
ッ
チ
の

批
判
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
す
で
に
の
べ
た
如
く
、
レ
ー
マ
ン
は
、
附
加
債
値
と
は
「
國
民
経
済
上
の
所
得
に
封
す
る
個
々
の
企
業
の
寄
輿
し
た
部
分
」
た
る
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

的
な
定
義
を
與
え
て
い
る
。
よ
つ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
附
加
債
値
は
、
個
々
の
企
業
が
國
民
所
得
を
塘
加
せ
し
め
た
部
分
を
示
す
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
、
企
業
の
創
造
し
た
債
値
を
客
観
的
に
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
だ
が
問
題
は
附
加
債
値
を
、
そ
の
内
容

を
構
成
す
る
勢
働
教
盆
、
公
共
牧
釜
、
及
び
賓
本
牧
盆
の
各
項
目
に
配
分
す
る
に
際
し
、
債
格
の
愛
動
を
如
何
に
虚
理
す
る
か
に
あ
る
。

レ
ー
マ
ン
は
、
債
務
の
愛
動
に
よ
る
損
盆
は
賓
本
の
運
用
に
麗
蓮
し
て
起
る
か
ら
、
彼
の
い
う
企
業
領
域
に
饒
属
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
と

し
、
賓
本
教
盆
計
算
に
お
い
て
調
整
せ
ん
と
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
に
よ
つ
て
す
べ
て
が
解
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
附
加
債
値
の
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配
分
は
必
ず
L
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
値
創
造
へ
の
寄
興
に
膳
じ
て
計
算
徒
術
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
事
實
上
、
出
賓
者
、
賃

穫
者
、
螢
働
者
、
國
家
等
の
力
關
係
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
家
に
附
加
債
値
計
算
の
第
二
の
前
提
で
あ
る
総
攻
盆
は
財
貨
の
塘
加
、
前
給
付
原
債
は
財
貨
の
滅
少
、
附
加
債
値
は
貨
幣
の
塘
加
と
い

う
鮪
に
つ
い
て
、
檎
討
し
よ
う
。
問
題
は
附
加
債
値
が
分
配
の
甜
象
と
な
る
貨
幣
の
培
加
を
も
た
ら
し
た
か
ど
う
か
に
あ
る
。
現
在
の
責

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
）

買
取
引
は
そ
の
大
部
分
が
信
用
取
引
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、
現
金
の
牧
支
を
件
わ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
キ
ン
ク
は
こ
の
覇
に
關

蓮
し
て
、
附
加
債
値
計
算
と
ワ
ル
プ
の
動
的
二
勘
定
系
統
學
読
と
の
緒
含
を
彊
調
し
て
い
る
が
、
損
盆
に
封
す
る
牧
支
の
瞳
い
ち
が
い
を
、

將
來
に
お
げ
る
現
金
牧
麦
と
し
て
解
緯
し
た
と
し
て
も
、
嚴
密
に
い
つ
て
財
貨
の
産
出
は
、
は
た
し
て
必
ず
將
來
の
牧
入
を
約
東
す
る
か
ど

う
か
は
若
干
の
間
題
な
き
を
得
た
い
で
あ
ろ
う
。
元
來
、
レ
ー
マ
γ
は
彼
の
経
螢
経
済
學
総
論
（
≧
何
①
昌
旺
畠
雰
氏
①
募
峯
一
H
房
o
ぎ
匡
⑦
．

享
①
）
　
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
貨
轄
は
財
貨
を
裏
付
と
し
て
護
行
さ
れ
、
國
民
経
済
全
麗
と
L
て
は
、
爾
者
は
等
し
い
關
係
に
あ

る
と
い
う
貨
轄
藪
量
読
的
た
理
解
の
上
に
立
つ
て
い
る
。
間
題
は
む
し
ろ
こ
の
鮪
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
更
に
損
盆
計
算
書
の
貸
方
に
記
載
さ
れ
る
べ
き
、
総
牧
益
が
一
部
生
産
物
の
期
末
棚
卸
の
塘
加
や
、
設
備
の
自
家
製
造
額

に
お
い
て
占
め
ら
れ
た
場
含
、
附
加
債
値
を
伴
わ
な
い
総
牧
益
が
結
果
さ
れ
、
從
つ
て
そ
れ
ら
の
い
わ
ゆ
る
製
造
原
債
か
ら
前
給
付
原
債

を
控
除
L
た
附
加
債
値
は
、
貨
幣
の
増
加
を
件
わ
た
い
と
い
う
問
題
を
も
惹
起
す
る
。
（
第
3
表
参
照
）

　
こ
の
部
分
ま
で
も
附
加
債
値
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
安
當
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
顯
に
麗
L
て
、
ゴ
ツ
ケ
ル
（
Ω
o
o
ぎ
一
）
は
衣
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

に
説
明
し
て
い
る
。
　
「
塘
加
し
た
（
生
産
物
の
期
末
）
1
筆
者
注
－
在
高
に
算
入
さ
れ
る
労
務
費
や
租
税
等
は
、
産
萬
さ
れ
た
貨
轄
所
得

で
は
な
く
て
、
軍
に
経
螢
賓
本
の
實
誰
（
ω
亭
ω
＄
§
宗
ω
｝
9
ユ
島
終
印
豆
痔
邑
か
ら
支
沸
わ
れ
た
貨
幣
研
得
」
で
あ
り
、
更
に
白
家
製

造
設
備
に
つ
い
て
は
、
　
「
そ
の
場
合
の
加
工
給
付
は
、
最
初
は
経
螢
的
に
産
出
さ
れ
た
財
貨
所
得
で
あ
る
。
こ
の
財
貨
所
得
は
家
第
に
、

期
聞
的
に
護
生
す
る
滅
債
償
却
費
の
額
を
も
つ
て
、
貨
轄
所
得
に
愛
化
す
る
。
」
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
主
張
を
、
計
算
技
術
の
百
に
適
用
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
要
求
に
副
つ
た
調
整
計
算
が
、
更
に
必
要
と
な
ろ
う
。

　
以
上
は
、
主
と
し
て
附
加
計
算
概
念
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
難
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
レ
ー
マ
ン
自
身
は
附
加
債
値
の
概
念
そ
れ
自
鵠

に
つ
い
て
、
一
般
的
な
概
念
規
定
を
行
う
の
み
で
、
詳
紬
に
は
鰯
れ
て
い
な
い
。
げ
だ
し
彼
に
お
い
て
は
、
附
加
慣
値
の
経
螢
計
算
制
度

へ
の
導
入
の
可
能
性
の
み
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

註
（
一
）
　
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
、
前
掲
高
田
氏
の
論
文
に
詳
紬
に
論
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
蓼
昭
州
さ
れ
た
い
。

　
（
二
）
　
峯
①
昌
鶉
o
峯
ざ
“
幸
o
ユ
蛯
目
α
幸
o
『
ε
目
胴
｝
昌
因
g
H
量
〕
一
向
窪
o
目
冨
餉
ド
ω
1
㊤
弄

　
（
三
）
　
匿
目
打
ミ
睾
認
o
豪
旨
目
o
o
8
昌
篶
副
冒
邑
く
①
冒
g
享
昌
窃
一
堅
昂
一
N
蛯
ユ
争
H
竃
9
乎
－
竃
弄

　
一
四
一
。
。
。
斥
。
；
。
、
。
目
亭
。
目
。
一
昌
。
、
－
・
馨
昌
童
肇
事
二
き
葦
萎
季
；
①
募
萎
…
胴
姜
婁
雲
目
；
一
。
墨
彗
ξ

　
　
　
豊
H
2
①
b
g
ユ
o
σ
ω
豊
旨
『
自
目
胴
－
之
饒
『
冒
げ
o
『
胴
墨
蜆
仰
眈
」
o
寓
1
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附
加
債
値
及
び
附
加
債
値
計
算
は
、
一
般
の
簿
記
、
原
債
計
算
と
の
關
蓮
を
保
ち
つ
つ
、
附
加
債
値
の
経
螢
計
算
制
度
へ
の
導
入
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
實
際
に
は
ど
の
よ
う
に
賓
務
に
藤
用
さ
れ
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
叉
、
適
用
さ
れ
得
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
こ
そ
附
加
債
値
計
算
に
轡
す
る
重
大
な
關
心
の
一
つ
で
あ
り
、
叉
、
レ
ー
マ
ン
も
そ
の
著
「
附
加
債
値
計
算
に

よ
る
給
付
の
測
定
」
の
蟹
二
章
に
お
い
て
、
詳
紬
に
論
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

　
以
下
レ
ー
マ
ン
に
從
つ
て
、
先
ず
始
め
に
そ
の
適
用
過
程
の
歴
史
的
な
解
明
か
ら
行
お
う
。
レ
ー
マ
ソ
に
よ
れ
ば
附
加
債
値
と
い
う
言

葉
は
、
一
九
二
一
年
彼
が
経
済
省
（
寄
庁
茅
ま
ユ
8
ぎ
茅
邑
目
雲
①
H
巨
昌
）
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
當
時
始
め
て
見
出
し
た
と
い
わ
れ

る
。
営
時
、
第
一
攻
犬
戦
に
や
ぶ
九
た
ド
イ
ツ
は
轄
償
舎
議
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
工
場
で
は
「
一
勢
働
時
周
嘗
り
の
附
加
慣
値
」
（
ミ
9
。
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房
o
ぎ
ま
自
幅
清
＞
ま
①
豪
9
目
己
①
）
は
五
十
ぺ
ー
昌
ヒ
で
あ
る
と
い
う
賓
料
を
基
に
し
て
ド
イ
ツ
側
の
賠
償
案
を
提
出
L
た
が
、
そ
の
折

そ
の
根
接
が
安
當
で
あ
る
か
を
再
検
討
す
る
任
務
が
レ
ー
マ
ン
に
與
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
彼
の
後
の
附
加
債
値
計
算
に
蟄

す
る
思
考
に
多
く
の
示
唆
を
與
え
た
と
い
わ
れ
る
。
事
實
、
そ
の
後
レ
ー
マ
γ
の
使
用
し
た
附
加
債
値
の
思
考
も
、
こ
こ
で
用
い
た
も
の

も
大
差
は
な
い
。
た
だ
前
者
は
経
済
政
策
的
な
立
場
か
ら
附
加
債
値
を
取
扱
つ
て
い
る
の
に
蟄
し
て
、
レ
ー
マ
ン
の
そ
れ
は
む
L
ろ
純
粋

な
繧
螢
経
済
に
近
い
立
場
か
ら
間
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
附
加
債
値
と
い
う
概
念
が
最
初
に
文
験
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
一
九
二
九
年
ド
イ
ツ
エ
業
蓮
合
舎
　
＾
内
9
o
臣
き
ま
彗
｛
露
o
胃

U
①
巨
争
窒
－
己
易
ま
①
）
の
禽
報
に
お
い
て
で
あ
り
、
當
時
極
め
て
好
評
を
博
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は
一
九
二
一
年
の
経
濟
省
の

案
に
刺
戟
さ
れ
た
も
の
で
、
同
様
に
繧
済
政
策
的
硯
野
に
立
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
繧
済
政
策
的
な
附
加
債
値
概
念
は
か
な

り
古
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
経
螢
計
算
制
度
に
導
入
せ
ら
れ
た
の
は
藪
年
の
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
レ
ー
マ
ン
は
一
九

三
五
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
至
つ
て
始
め
て
附
加
債
値
と
い
う
思
考
を
経
螢
経
済
的
な
観
覇
か
ら
導
入
し
た
「
経
螢
及
び
集
團
に
お
げ
る

計
憲
計
算
」
（
雪
竃
暑
O
昌
霧
内
8
ぎ
彗
ぎ
｝
①
巨
＆
…
φ
O
昌
君
①
二
㊤
零
）
と
い
う
著
書
を
公
け
に
し
、
こ
の
な
か
で
彼
の
主
張
す

る
附
加
慣
値
計
算
の
原
理
を
展
開
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
戦
後
の
彼
の
主
張
と
大
差
は
な
い
が
、
そ
の
恩
考
は
、
昌
ツ
ク
リ
ッ
シ
ュ
の
「
経
螢
給
付
」
と
い
う
概
念
に
著
る
し
い
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ニ
ツ
ク
リ
ツ
シ
ュ
は
レ
ー
マ
ン
と
は
異
な
つ
て
、
他
人
賓
本
利
子
や
租
税
等
、
彼
の
い
う
企
業
外
部

者
に
爵
層
す
る
部
分
は
「
経
螢
給
付
」
な
る
概
念
か
ら
除
外
し
て
い
る
が
、
彼
の
「
経
螢
経
済
學
総
論
」
第
七
版
が
公
や
け
に
さ
れ
た
の

は
一
九
三
二
年
で
あ
り
、
経
螢
計
算
的
附
加
債
値
思
考
の
先
騒
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
計
算
思
考
が

展
開
さ
れ
た
の
は
、
ナ
チ
の
経
済
麗
制
下
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。

　
由
來
、
レ
ー
マ
γ
の
計
算
思
考
は
、
製
造
工
業
に
お
け
る
給
付
過
程
を
醤
象
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
共
後
國
家
的
要
請
も
あ
つ
て
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そ
の
原
理
を
國
民
経
済
全
誰
に
ま
で
も
接
大
し
、
箪
に
製
造
工
業
の
み
に
止
ま
ら
ず
商
業
及
び
金
融
業
を
も
含
め
た
附
加
便
値
計
算
の
展

開
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
「
市
場
組
織
と
給
付
思
考
」
（
O
雪
－
穿
ε
轟
鍔
＆
竃
ぎ
一
目
急
H
旨
彗
ζ
O
a
…
鍔
「
雲
目
ω
9
轟
胴

、
亘
、
血
。
。
、
。
。
巨
。
目
巾
、
。
一
、
伽
・
。
、
一
閏
斥
。
目
血
膏
、
冬
ξ
g
葦
邑
墨
昏
・
湧
・
巨
募
目
孝
ぎ
ま
一
萎
豪
昌
；
1
＝
萎
一
な
る

努
作
と
し
て
護
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
－
」
の
よ
う
に
し
て
レ
ー
マ
ン
の
附
加
債
値
思
考
は
、
爽
第
に
國
家
的
分
野
に
ま
で
接
大
さ
れ
て
行

つ
た
が
、
彼
は
一
九
三
九
年
頃
か
ら
営
時
の
租
税
制
度
の
改
革
問
題
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ヅ
で
は
、
所
得
税
・
法
人

税
と
並
ん
で
責
上
高
税
　
（
o
昌
窒
s
g
窒
胃
）
な
る
制
度
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
ー
マ
ン
は
、
責
上
高
種
は
、
利
盆
に
比
し
て
取
引

高
の
多
い
商
業
部
門
に
著
る
し
く
不
利
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
反
封
に
、
加
工
度
の
高
い
製
造
工
業
ほ
ど
有
利
で
あ
る
と
い
う
、
不
公
平
な

も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
愛
え
て
は
附
加
債
値
税
（
老
雲
房
o
g
～
轟
ω
g
g
竃
）
の
採
用
を
提
唱
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
彼
の
主
張

は
、
未
だ
に
實
現
し
て
い
な
い
が
一
九
五
三
年
に
行
わ
れ
た
責
上
高
稜
の
改
正
に
際
し
て
は
、
彼
の
主
張
が
部
分
的
で
は
あ
る
が
探
り
入

れ
た
。

　
一
九
三
八
年
に
施
行
さ
れ
た
「
政
府
納
品
契
約
者
に
欝
す
る
原
債
計
算
要
綱
」
（
9
豪
警
轟
窒
H
臼
⑦
軍
9
ω
⑦
昌
邑
匡
昌
胴
彗
｛
O
…
己

o
。
、
。
。
亭
、
鼻
。
、
け
。
目
σ
。
一
－
。
一
、
叶
賃
目
o
q
g
ま
『
亀
g
彗
o
ぎ
＞
目
津
『
品
α
q
＆
員
）
に
は
、
原
債
算
定
の
基
礎
と
し
て
、
企
業
者
賃
金

（
q
自
一
、
、
目
。
巨
昌
。
、
－
。
－
づ
）
及
び
全
般
的
な
企
業
者
危
瞼
（
竺
零
昌
臥
冨
q
暮
①
；
県
昌
①
『
奉
晶
邑
ω
）
の
二
要
素
を
算
入
す
る
こ
と
を
認
め

た
が
、
こ
れ
ら
を
如
句
に
し
て
算
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
議
が
あ
り
、
一
般
は
、
プ
レ
ヅ
ト
（
望
①
串
）
の
提
唱
す
る
次
の
よ

う
な
藪
式
に
よ
つ
て
算
定
さ
れ
て
い
た
。

　
　
診
糠
蝶
浦
紛
H
崖
．
く
潮
ト
塁
　
　
　
怜
嚢
湊
糠
蛛
諦
轟
－
o
旨
杜
・
灘
ト
辞

　
レ
ー
マ
ン
は
、
こ
の
二
つ
の
原
債
要
素
の
算
定
に
あ
た
つ
て
、
責
上
高
を
基
礎
と
す
る
の
は
、
責
上
高
税
の
場
合
と
同
様
に
、
高
い
前

給
付
原
債
を
必
要
と
す
る
企
業
に
は
不
利
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
反
封
し
責
上
高
の
代
り
に
附
加
債
値
を
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て



家
の
よ
う
な
数
式
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
藪
式
に
よ
る
と
、
そ
の
答
え
は
附
加
慣
値
額
が
責
上
高
の
六
〇
％
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

ブ
レ
ッ
ト
の
費
上
高
を
基
磯
と
す
る
算
定
方
式
の
答
え
と
一
致
す
る
。
例
え
ぱ
、
責
上
高
一
〇
〇
萬
マ
ル
ク
、
附
加
債
値
六
〇
萬
マ
ル
ク

と
す
れ
ば
、
企
業
者
賃
金
は
爾
者
と
も
答
え
は
一
萬
八
千
マ
ル
ク
と
な
り
、
全
般
的
企
業
者
危
瞼
は
五
萬
四
千
マ
ル
ク
と
な
る
。
附
加
債

値
額
が
六
〇
％
を
超
え
る
と
、
レ
ー
マ
ン
の
算
定
方
式
に
よ
る
方
が
高
く
た
り
、
六
〇
％
を
下
る
と
反
蟄
に
減
少
す
る
。
し
か
し
、
レ
ー

マ
ン
は
如
何
た
る
根
擦
に
基
づ
い
て
、
夫
々
の
算
定
藪
値
を
設
定
し
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
　
帝
糠
雌
浦
紛
1
－
爵
－
澤
・
く
」
劃
粛
高
、
　
　
　
　
　
　
怜
溝
言
亭
…
櫛
蝶
請
轟
“
9
8
．
葦
誉
扇
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
以
上
は
附
加
債
値
計
算
思
考
の
展
開
過
程
を
通
じ
て
、
そ
の
適
用
の
可
能
性
に
闘
す
る
若
千
の
老
察
で
あ
つ
た
。
し
か
L
附
加
慣
値
規

と
い
い
、
或
い
は
企
業
者
賃
金
や
危
険
原
慣
な
ど
特
種
な
原
慣
算
定
へ
の
膳
用
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
ら
は
む
し
ろ
附
加
慣
値
計
算
の
副
家

的
目
的
に
麗
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
附
加
債
値
計
算
の
主
要
な
目
的
は
、
す
で
に
知
ら
れ
る
如
く
企
業
及
び
経
螢
に
お
け
る
給
付
の
測
定
と
、
そ
の
適
正
な
分
配
の
た
め
の

計
算
的
基
礎
を
提
供
す
る
に
あ
る
。
こ
の
面
で
附
加
債
値
計
算
は
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
、
す
な
わ
ち
、
給

付
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
計
算
方
法
の
箇
所
で
鰯
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
原
慣
計
算
へ
直
接
藤
用
さ
れ
る
得
る
離
を
指

摘
す
る
こ
と
の
み
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
際
に
は
、
企
業
内
容
の
各
経
螢
部
門
乃
至
原
債
部
門
の
附
加
債
値
を
測
定
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
り
、
從
つ
て
通
常
の
附
加
慣
値
計
算
に
お
げ
る
國
民
経
済
と
企
業
の
關
係
が
、
企
業
乃
至
経
螢
と
各
原
慣
部
門
と
の
闘
係
に
な
る
。

一
磐
ド
ィ
ツ
の
原
慣
計
算
の
方
法
は
・
工
場
材
料
費
一
許
琴
肇
一
§
一
と
空
費
一
睾
け
緒
自
目
。
・
芽
。
、
け
、
自
一
と
を
明
瞭
に
分
離

し
て
原
債
部
門
別
計
算
に
ま
で
適
用
す
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
九
は
附
加
債
値
思
考
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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失
に
分
配
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
多
く
o
簡
題
を
包
含
し
て
い
る
。
す
で
に
の
べ
た
如
く
、
附
加
便
値
計
算
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、

ナ
チ
の
全
麗
主
義
的
繧
済
誰
制
下
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
。
附
加
債
値
計
算
そ
れ
自
麗
、
繧
済
の
彊
力
な
國
家
統
制
を
前
提
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
戦
後
に
お
い
て
は
事
情
が
一
愛
し
、
そ
の
経
済
的
基
盤
は
崩
壌
し
た
。
戦
後
、
レ
ー
マ
γ
が
、
再
び
附
加
債
値
計
算
に

蟄
す
る
積
極
的
主
張
を
行
う
に
至
つ
た
理
由
は
、
彼
の
著
作
の
胃
頭
に
の
べ
て
い
る
如
く
、
戦
争
に
よ
り
破
壌
さ
れ
た
ド
イ
ツ
経
済
の
復

興
に
は
、
経
済
面
に
お
け
る
各
人
お
よ
び
全
麗
の
給
付
の
塘
大
が
必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
各
産
業
部
門
に
お
げ
る
経
螢
の
給
付
の
塘

加
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
経
済
扶
勢
の
襲
化
に
封
虜
す
る
た
め
、
戟
後
に
お
げ
る
著
作
に
は
、
特

に
磐
働
組
合
の
経
螢
参
加
制
度
を
積
極
的
に
推
唱
し
て
い
る
。
附
加
債
値
計
算
の
成
否
は
、
こ
の
経
螢
参
加
制
度
が
合
理
的
に
運
螢
さ
れ

る
か
否
か
に
か
か
つ
て
お
り
、
叉
他
面
附
加
債
値
計
算
の
採
用
は
、
努
働
者
の
経
螢
参
加
へ
の
闘
心
を
培
大
さ
せ
る
も
の
だ
と
も
述
べ
て

い
る
。
緒
局
そ
れ
は
、
讐
働
者
に
封
す
る
利
潤
分
配
制
を
主
張
す
る
の
に
外
た
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
分
配
の
方
法
、
計

算
の
基
準
、
表
示
の
方
法
等
に
お
い
て
は
種
々
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
根
本
的
に
は
経
螢
に
封
す
る
本
質
的
理
解
の
相
違
に
よ
る

も
の
で
も
あ
ろ
う
が
レ
i
マ
ン
は
必
ず
し
も
目
読
の
み
を
主
張
せ
ず
、
そ
の
多
く
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ

－
つ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

　
衣
に
レ
ー
マ
ン
の
例
示
す
る
三
つ
の
附
加
債
値
計
算
表
を
掲
げ
よ
う
（
表
4
・
5
・
6
）
こ
れ
ら
の
附
加
債
値
計
算
表
は
、
通
常
の
損
盆

計
算
へ
の
實
際
的
適
用
を
前
提
と
し
た
た
め
に
、
前
示
（
表
3
）
の
も
の
と
は
、
若
干
相
違
し
て
い
る
が
比
較
を
便
な
ら
し
む
る
た
め
に

薮
字
賓
料
は
同
一
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。
す
で
に
豫
定
さ
れ
た
制
隈
枚
藪
を
超
過
し
た
た
め
に
、
そ
の
詳
紬
な
論
述
は
別
の
機
會
に
譲

る
が
、
こ
の
三
表
を
比
較
し
て
、
特
に
目
立
つ
鮎
は
、
附
加
債
値
の
内
容
が
三
者
に
よ
つ
て
夫
々
異
な
つ
て
い
る
覇
で
あ
り
、
レ
ー
マ
ン

に
比
べ
て
ル
ツ
カ
ー
．
プ
ラ
ン
の
場
合
、
附
加
債
値
は
廣
く
、
シ
ュ
テ
ー
べ
の
場
合
は
狭
く
解
緯
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ル
ツ
カ
ー
・

プ
ラ
ン
の
場
合
は
、
レ
ー
マ
ン
に
お
い
て
、
前
給
付
原
債
に
入
れ
ら
れ
た
設
備
の
減
債
償
却
や
危
瞼
原
債
が
附
加
債
値
の
中
に
含
め
ら
れ
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レーマγの附カロ債値計算
表　4

成果計算

纏　牧　壼

　主要實上
　副　責　上

　　　　　　　合　計
前給付原債

　原　材　料

　楕助材料及貯藏晶

　保　険　料

　莫の他の外部用役原僚

　減憤償却費

　危瞼原債
　　　　　　　合　計
附加債値
　賃金給料
　法定及任意約荘會的費用

　從業員に封する成果の配
　分

　努働牧益
　責上高税及其の他の税金
　（但し利益に封して課せ
　られる税金は除く）＝公
　共牧益I
　資本牧益及ぴ公共牧益II
　（＝矛聰益に課せられるj説
　金）

　　　　　　　合　計

縄成果計算

　資本牧益及ぴ公共牧益II
　（成果計算よリ）

　減憤償却費（原憤計算上
　の）

　危険原債・原憤計算上の）

　減憤償却費（簿言已上の）

　危瞼損失（簿記上の）

　他人資本利子

　趣螢外及び非正常的牧溢

　鯉螢外及び非正常的費用

　公共牧益■（利益に課せ
　られる税金）

　期閻的貸借勢照表利益

借　　　　　方

571．795

489．419

　1．667

198．675

95．094

　9，200

1・365・8501・3…85・1

223．955

70，010

45，989

339．954 …，・ぺ

60，239

165，75ユ

脇，。。。1

1，931．7941

83．065

12．313　　　　　95．378

　　　　　19，853

1，414

69，284

84，680

270，609

貸　　　　方

1，559，01ユ

　372，783

1，931．794　　　1，931，794

95，094

1，931，794

165，751

9，200　　　　ユ04，294

56↓

270，609

509
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ルッカー・ブラγ
表　5

成果計算

纏　牧盆
　主要責上
　副　責　上

　　　　　　　合　計
部分的前給付原債

　原　材　料

　補功材斜及貯藏晶

　外部用役原憤I

　　　　　　　合　計

附加債値
　給　　　料

　法定及び任意の耐會的費
　用

　從業員への成果の配分

　附カロ憤値に基づく從業員
　への配分

　給　　　料

　これに野する稚會費用

　保　険　料

　減憤償却費（簿記上の）

　危険損失（簿言己上の）

　他人資本利子

　残　　　高

　附加憤値の企業への酉己分

　　　　　　　合　計

纏成果計算

　嬢高（成果計算よリ）

　公共牧益I（レーマソと
　同義）

　経警外的及び非正常的牧
　溢

　綾讐外的及び非正常的費
　用

　公共牧益■（レーマソと
　同義）

　期間的貸借野照表利溢

借　　　　方

57工，795

489．419

198，675

1，259．889　　1，259，889

169，645

57，910

41，205

268．760　　　　268，760

54，3I0

12．100

　1．667

83．065

12．313

19．853

219．837

403．145　　　　403，145

1豊＝；簑i

60，239

1，414

71，437

87，311

220，401

貸　　　　方

1，559．011

　372，783

1，931．794　　　1，931，794

1，931，794

219，837

564

220，401

51o
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シユテーべの附カロ債値計算

表　6

成果計算 借　　　　　方 貸　　　　方

纏　枚盆
　主要責上
　副　責　上
　　　　　　　　合　計
合計廣義の前給付原債

　原材料費
　糖助材料及貯藏品
　保　瞼　料
　其の他の外部用役原憤
　減憤償却費

　危瞼原憤
　前給付原憤（レーマソと
　同義）

　公共牧溢I（費上高税及
　其の他の利益に課せられ
　ない税金）

附加債値
　賃銀及給料（経螢者を除
　く）

　公定及び任意の杜會的費
　用
　從業員に勢する成果の配
　分（鯉螢者を除く）

　從業員の磐働吹益
　鯉螢老給料
　鯉螢者の成果配分
　鯉螢者の努働牧益
　資本牧益（残高）

　　　　　　　　合　計

纏成果計算
　資本牧益＝成果計算よサ
　の残高
　減憤償却費（原憤計算上
　の）

　危険原優（原憤計算上の）

　減憤償却費（簿記上の）
　危瞼損失（簿記上の）

　他人資本利子
　纏螢外及び非正鴬酌牧入
　鯉管外及ぴ非正常的費用
　公共牧益H（レーマソと
　同義）

　期間的貸借醤照表利益

571．795

489．419

　1．667

198．675

95．094

　9，200

1，365，850

60，239

1，426．089　　　1，426，089

183，670

69，200

50，553

＿幽　　　303，423
15．000

35，570

50．570　　　　　50．570

　　　　　151．712
　　　　　505，705

83．065

12，313

1，931，794

95．378

19．8531

1，414

62，967

76，958

256，570

1，559．011

　372，783
1，931．794　　　1，931，794

95，094

1，931，794

151，712

9．200　　　　　104，294

564

256，570

5！1
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て
お
り
、
叉
シ
ュ
テ
ー
べ
の
場
含
は
、
い
わ
ゆ
る
租
稔
等
の
公
共
牧
盆
は
、
前
給
付
原
債
に
含
め
ら
れ
、
そ
の
代
り
に
、
附
加
便
値
の
爵

属
部
分
と
し
て
、
努
働
者
、
出
賓
者
の
外
に
経
螢
者
を
加
へ
、
そ
れ
を
計
算
表
に
お
い
て
別
個
に
計
算
表
示
し
て
い
る
難
は
、
ま
こ
と
に

興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
以
上
甚
だ
概
略
な
が
ら
附
加
債
値
計
算
の
意
義
及
び
内
容
と
そ
れ
に
件
う
若
千
の
問
題
購
を
の
べ
た
が
、
生
産
性
同
上
問
題
と
關
蓮
し

て
附
加
債
値
計
算
の
持
つ
意
義
は
極
め
て
大
き
く
、
今
後
ま
す
ま
す
研
究
さ
れ
護
展
さ
れ
ね
ば
た
ら
な
い
計
算
思
考
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
た
め
に
は
レ
ー
マ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
経
螢
學
者
の
み
で
な
く
、
経
癖
學
者
統
計
學
者
な
ど
の
一
致
し
た
協
力
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

註
（
一
）
シ
ュ
テ
ー
べ
は
睾
鷺
巨
雲
O
置
一
雪
長
O
雲
早
O
ま
吾
§
名
き
篶
『
顯
自
；
雪
σ
9
ま
巨
9
彗
ミ
O
『
蓉
豪
巨
轟
姜
；
幕
曇
H
O
竃

　
　
　
に
お
い
て
こ
の
プ
ラ
ン
を
嚢
表
し
て
い
る
。

　
　
　
　
ル
ツ
カ
ー
プ
ラ
ン
（
勾
；
ぎ
〒
＝
彗
）
は
、
一
九
五
一
年
カ
ナ
ダ
、
ケ
ベ
ツ
ク
州
セ
ン
ト
・
マ
ル
ガ
リ
ー
テ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
カ
ナ
ダ

　
　
　
努
働
動
態
會
議
（
O
彗
ぎ
一
彗
－
峯
昌
干
U
｝
竃
昌
一
？
O
昌
｛
彗
彗
8
）
に
お
い
て
ル
ッ
カ
ー
（
＞
・
ミ
・
内
冒
ぎ
H
）
が
行
つ
た
一
増
大
す
る
賃
金
歴

　
　
　
追
の
調
整
と
し
て
の
生
産
性
」
｝
題
す
る
報
告
に
お
い
て
嚢
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
サ
、
　
一
九
五
二
年
ド
イ
ツ
・
ル
ッ
カ
ー
プ
ラ
ソ
協
會
の
手
に

　
　
　
よ
つ
て
濁
課
出
版
さ
れ
た
o
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